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(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

　矩形形状の棚板と、前記棚板の矩形の１辺に平行に延伸される第１の軸体と、前記第１

の軸体と同方向に延伸される第２の軸体とが一体に形成され、

　前記第１の軸体の前記棚板から突起した部分を移動可能に係合させる左右一対の水平支

持部材と、

　前記棚板が前記第１の軸体を軸に回動して前記第２の軸体が前記第１の軸体よりも上方

に移動した時に前記第２の軸体の前記棚板から突起した部分の上方への移動を係止する左

右一対の傾斜支持部材と、

　前記水平支持部材の１端と前記傾斜支持部材の１端とが接合した接合部とを備え、

　前記棚板は前記接合部を超えて移動することができず、

　前記第２の軸体が前記接合部から離間することで、前記第２の軸体が上方に移動するこ

とを特徴とする、可動棚。

【発明の詳細な説明】

【技術分野】

【０００１】

　本発明は、可動棚に関する。

【背景技術】

【０００２】

　棚を前面に引き出し、荷物の取り出しや収納を容易にする可動棚が知られている。
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【 ０ ０ ０ ３ 】

　 可 動 棚 を 前 面 に 引 き 出 し た 時 に 、 棚 板 が 傾 斜 す る と 、 荷 物 の 取 り 出 し や 収 納 が よ り 容 易

に な る 。 特 許 文 献 １ に は 、 か か る 可 動 棚 が 開 示 さ れ て い る 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ４ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ １ ４ － ０ ５ ４ ３ ３ ３ 号 公 報

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 特 許 文 献 １ に 記 載 の 可 動 棚 は 、 レ ー ル の 切 り 欠 き 部 を 利 用 し て 傾 斜 さ せ る た め 引 き 出 し

限 界 に お い て し か 傾 斜 さ せ る こ と が で き な い 。

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 本 発 明 は 、 引 き 出 し 限 界 以 外 の 引 き 出 し 度 合 に お い て も 棚 板 が 傾 斜 し 、 荷 物 の 取 り 出 し

や 収 納 が 容 易 な 可 動 棚 を 提 供 す る こ と を 課 題 と す る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 本 発 明 の 可 動 棚 は 、

　 矩 形 形 状 の 棚 板 と 、 前 記 棚 板 の 矩 形 の １ 辺 に 平 行 に 延 伸 さ れ る 第 １ の 軸 体 と 、 前 記 第 １

の 軸 体 と 同 方 向 に 延 伸 さ れ る 第 ２ の 軸 体 と が 一 体 に 形 成 さ れ 、

　 前 記 第 １ の 軸 体 の 前 記 棚 板 か ら 突 起 し た 部 分 を 移 動 可 能 に 係 合 さ せ る 左 右 一 対 の 水 平 支

持 部 材 と 、

　 前 記 棚 板 が 前 記 第 １ の 軸 体 を 軸 に 回 動 し て 前 記 第 ２ の 軸 体 が 前 記 第 １ の 軸 体 よ り も 上 方

に 移 動 し た 時 に 前 記 第 ２ の 軸 体 の 前 記 棚 板 か ら 突 起 し た 部 分 の 上 方 へ の 移 動 を 係 止 す る 左

右 一 対 の 傾 斜 支 持 部 材 と を 備 え 、

　 前 記 棚 板 の 前 記 １ 辺 は 、 前 記 水 平 支 持 部 材 の 左 右 間 隔 及 び 前 記 傾 斜 支 持 部 材 の 左 右 間 隔

よ り も 短 い こ と を 特 徴 と す る 。

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 こ の 特 徴 に よ れ ば 、 第 ２ の 軸 体 及 び 傾 斜 支 持 部 材 に よ っ て 棚 板 の 傾 斜 を 制 御 す る こ と が

で き 、 引 き 出 し 限 界 以 外 の 引 き 出 し 度 合 に お い て も 棚 板 を 傾 斜 さ せ る こ と が で き る 。 棚 板

は 、 水 平 支 持 部 材 及 び 傾 斜 支 持 部 材 と 干 渉 せ ず に 傾 斜 す る 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 本 発 明 の 可 動 棚 は 、

　 前 記 水 平 支 持 部 材 は 、 前 記 第 １ の 軸 体 の 離 脱 を 防 止 す る 第 １ の 係 止 部 を 備 え る こ と を 特

徴 と す る 。

【 ０ ０ １ ０ 】

　 こ の 特 徴 に よ れ ば 、 第 １ の 軸 体 が 水 平 支 持 部 材 か ら 離 脱 し て 棚 板 が 落 下 等 す る こ と を 防

止 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 本 発 明 の 可 動 棚 は 、

　 前 記 傾 斜 支 持 部 材 は 、 前 記 第 ２ の 軸 体 の 離 脱 を 防 止 す る 第 ２ の 係 止 部 を 備 え る こ と を 特

徴 と す る 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 こ の 特 徴 に よ れ ば 、 第 ２ の 軸 体 が 傾 斜 支 持 部 材 か ら 離 脱 し て 棚 板 が 落 下 等 す る こ と を 防

止 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 本 発 明 の 可 動 棚 は 、

　 前 記 水 平 支 持 部 材 の １ 端 と 前 記 傾 斜 支 持 部 材 の １ 端 と が 接 合 し た 接 合 部 を 備 え 、

　 前 記 棚 板 は 前 記 接 合 部 を 超 え て 移 動 す る こ と が で き ず 、

　 前 記 第 １ の 軸 体 が 前 記 接 合 部 か ら 離 間 す る こ と で 、 前 記 第 ２ の 軸 体 が 上 方 に 移 動 す る こ
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と を 特 徴 と す る 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 こ の 特 徴 に よ れ ば 、 棚 板 が 接 合 部 に 接 し て 水 平 に な っ た 状 態 と 、 接 合 部 か ら 離 間 し て 傾

斜 し た 状 態 と を 実 現 す る こ と が で き る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ １ ５ 】

　 本 発 明 に よ れ ば 、 引 き 出 し 限 界 以 外 の 引 き 出 し 度 合 に お い て も 棚 板 が 傾 斜 し 、 荷 物 の 取

り 出 し や 収 納 が 容 易 な 可 動 棚 を 提 供 す る こ と が で き る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ １ ６ 】

【 図 １ 】 図 １ は 、 可 動 棚 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 図 ２ は 、 可 動 棚 の 傾 斜 状 態 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ３ 】 図 ３ は 、 可 動 棚 の サ イ ズ を 示 す 正 面 図 で あ る 。

【 図 ４ 】 図 ４ は 、 可 動 棚 の 動 作 を 示 す 側 面 図 で あ る 。

【 図 ５ 】 図 ５ は 、 可 動 棚 の 他 の 動 作 を 示 す 側 面 図 で あ る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ １ ７ 】

　 図 １ は 、 可 動 棚 を 示 す 図 で あ る 。 可 動 棚 １ は 、 棚 板 ２ 、 第 １ の 軸 体 ３ 及 び 第 ２ の 軸 体 ４

が 一 体 に 形 成 さ れ 、 水 平 支 持 部 材 ５ 、 傾 斜 支 持 部 材 ６ 、 接 合 部 ７ が 設 け ら れ て い る 。 水 平

支 持 部 材 ５ 及 び 傾 斜 支 持 部 材 ６ に は 、 第 １ の 係 止 部 ５ １ 及 び 第 ２ の 係 止 部 ６ １ が そ れ ぞ れ

設 け ら れ て い る 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 図 ２ は 、 可 動 棚 の 傾 斜 状 態 を 示 す 図 で あ る 。 図 １ に お い て は 、 第 ２ の 軸 体 ４ が 接 合 部 ７

に 係 合 し 、 第 １ の 軸 体 ３ 及 び 第 ２ の 軸 体 ４ が 同 一 の 水 平 位 置 に あ り 、 棚 板 ２ は 水 平 で あ っ

た 。 棚 板 ２ を 手 前 に 引 く と 、 図 ２ （ Ａ ） に 示 す よ う に 、 第 ２ の 軸 体 ４ が 接 合 部 ７ か ら 離 脱

し 、 棚 板 ２ は 傾 斜 し 得 る 。 こ こ で 傾 斜 角 度 は 傾 斜 支 持 部 材 ６ と 第 ２ の 軸 体 ４ と の 位 置 に よ

っ て 定 ま る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 棚 板 ２ を さ ら に 手 前 に 引 く と 、 図 ２ （ Ｂ ） に 示 す よ う に 、 第 １ の 軸 体 ３ 及 び 第 ２ の 軸 体

４ が 第 １ の 係 止 部 ５ １ 及 び 第 ２ の 係 止 部 ６ １ に よ っ て 係 止 さ れ 、 棚 板 ２ を さ ら に 手 前 に 引

く こ と 及 び 棚 板 ２ を さ ら に 傾 斜 さ せ る こ と が で き な く な る 。 棚 板 ２ が 落 下 等 す る こ と を 防

止 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 図 ３ は 、 可 動 棚 の サ イ ズ を 示 す 正 面 図 で あ る 。 可 動 棚 １ を 正 面 か ら 見 た 図 で あ る 。 図 ３

（ Ａ ） に 示 す よ う に 、 棚 板 ２ の 第 １ の 軸 体 ３ 及 び 第 ２ の 軸 体 ４ が 設 け ら れ た １ 辺 は 、 左 右

の 水 平 支 持 部 材 ５ の 左 右 間 隔 及 び 左 右 の 傾 斜 支 持 部 材 ６ の 左 右 間 隔 の 間 に 設 け ら れ て い る

。 第 １ の 軸 体 ３ 　 　 　 及 び 第 ２ の 軸 体 ４ が 棚 板 ２ か ら 突 出 し て 水 平 支 持 部 材 ５ 及 び 傾 斜 支

持 部 材 ６ に 係 合 し て い る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 こ れ に よ り 、 棚 板 ２ は 、 回 動 し て 傾 斜 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 図 ３ （ Ｂ ） に 示 す よ う に 、 複 数 の 可 動 棚 １ を 設 け て ラ ッ ク と す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 図 ４ は 、 可 動 棚 の 動 作 を 示 す 側 面 図 で あ る 。 図 １ 及 び 図 ２ に 示 し た 可 動 棚 １ の 動 作 を 側

面 か ら 示 し た も の で あ る 。 図 ４ （ Ａ ） は 図 １ に 示 し た 状 態 で あ る 。 棚 板 ２ に 上 に 荷 物 ８ が

置 か れ て い る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 棚 板 ２ を 引 き 、 図 ２ （ Ａ ） に 示 し た 状 態 と し た も の が 図 ４ （ Ｂ ） で あ る 。 荷 物 ８ の 自 重

に よ っ て 棚 板 ２ は 第 １ の 軸 体 ３ を 中 心 に 回 動 し て 傾 斜 す る 。 す な わ ち 、 荷 物 ８ の 重 心 が 第

１ の 軸 体 ３ よ り も 図 面 左 方 に あ れ ば 棚 板 ２ が 回 動 し て 傾 斜 す る 。 一 方 、 第 ２ の 軸 体 ４ が 傾
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斜 支 持 部 材 ６ に よ っ て 上 方 へ の 移 動 を 係 止 さ れ る の で 、 棚 板 ２ の 傾 斜 は 、 第 １ の 軸 体 ３ の

接 合 部 ７ と の 距 離 と 、 傾 斜 支 持 部 材 ６ の 傾 斜 角 及 び 形 状 に 依 存 し て 定 ま る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 さ ら に 棚 板 ２ を 引 き 、 図 ２ （ Ｂ ） に 示 し た 状 態 と し た も の が 図 ４ （ Ｃ ） で あ る 。 第 １ の

軸 体 ３ 及 び 第 ２ の 軸 体 ４ が 第 １ の 係 止 部 ５ １ 及 び 第 ２ の 係 止 部 ６ １ に よ っ て 係 止 さ れ 、 棚

板 ２ を さ ら に 手 前 に 引 く こ と 及 び 棚 板 ２ を さ ら に 傾 斜 さ せ る こ と が で き な く な る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 図 ５ は 、 可 動 棚 の 他 の 動 作 を 示 す 側 面 図 で あ る 。 図 ４ と 比 較 す る と 、 荷 物 ８ が 第 １ の 軸

体 ３ の 図 中 右 方 に あ る 。 図 ５ （ Ａ ） に お い て は 、 棚 板 の 傾 斜 が 図 ４ （ Ａ ） と 同 様 で あ る 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 こ こ で 、 棚 板 ２ を 引 い て も 、 荷 物 ８ の 重 心 が 第 １ の 軸 体 ３ よ り も 図 面 右 方 に あ る た め 、

荷 物 ８ の 自 重 が 棚 板 ２ を 第 １ の 軸 体 ３ を 中 心 に 回 動 さ せ る こ と は な い 。 こ の 状 態 を 図 ５ （

Ｂ ） に 示 す 。 棚 板 ２ を 傾 斜 さ せ る た め に ユ ー ザ が 図 中 矢 印 の 方 向 に 棚 板 ２ を 引 く 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 そ う す る と 、 棚 板 ２ が 傾 斜 し 、 図 ５ （ Ｃ ） の 状 態 （ 図 ４ （ Ｂ ） ） と 同 等 の 状 態 と な る 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 図 ４ 及 び 図 ５ に 示 し た 棚 板 ２ の 傾 斜 ／ 不 傾 斜 は 、 棚 板 ２ に 対 す る 第 １ の 軸 体 ３ の 位 置 に

よ っ て 制 御 で き る 。 棚 板 ２ を 容 易 に 傾 斜 さ せ た い の で あ れ ば 第 １ の 軸 体 ３ を 棚 板 ２ に 対 し

て 図 面 右 方 に 配 す れ ば よ く 、 棚 板 ２ を あ ま り 傾 斜 さ せ た く な い の で あ れ ば 第 １ の 軸 体 ３ を

棚 板 ２ に 対 し て 図 面 左 方 に 配 す れ ば よ い 。 荷 物 ８ の 重 心 は 個 々 に 変 動 す る が 、 そ れ が 第 １

の 軸 体 ３ よ り も 図 面 左 方 に あ れ ば 傾 斜 し 、 図 面 右 方 に あ れ ば 傾 斜 し な い た め で あ る 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 以 上 の と お り 、 荷 物 ８ の 位 置 に か か わ ら ず 、 棚 板 ２ を 傾 斜 さ せ て 、 荷 物 ８ の 取 り 出 し や

収 納 が 容 易 に な る 。

【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】

【 ０ ０ ３ １ 】

　 引 き 出 し 限 界 以 外 の 引 き 出 し 度 合 に お い て も 棚 板 が 傾 斜 し 、 荷 物 の 取 り 出 し や 収 納 が 容

易 な 可 動 棚 で あ る 。 多 く の 収 納 棚 生 産 者 に よ る 利 用 が 考 え ら れ る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ３ ２ 】

１ 　 　 　 可 動 棚

２ 　 　 　 棚 板

３ 　 　 　 第 １ の 軸 体

４ 　 　 　 第 ２ の 軸 体

５ 　 　 　 水 平 支 持 部 材

５ １ 　 　 第 １ の 係 止 部

６ 　 　 　 傾 斜 支 持 部 材

６ １ 　 　 第 ２ の 係 止 部

７ 　 　 　 接 合 部

８ 　 　 　 荷 物

【 要 約 】 　 　 　 （ 修 正 有 ）

【 課 題 】 引 き 出 し 限 界 以 外 の 引 き 出 し 度 合 に お い て も 棚 板 が 傾 斜 し 、 荷 物 の 取 り 出 し や 収

納 が 容 易 な 可 動 棚 を 提 供 す る 。

【 解 決 手 段 】 矩 形 形 状 の 棚 板 ２ と 、 棚 板 の 矩 形 の １ 辺 に 平 行 に 延 伸 さ れ る 第 １ の 軸 体 ３ と

、 第 １ の 軸 体 と 同 方 向 に 延 伸 さ れ る 第 ２ の 軸 体 ４ と が 一 体 に 形 成 さ れ る 。 第 １ の 軸 体 の 棚

板 か ら 突 起 し た 部 分 を 移 動 可 能 に 係 合 さ せ る 左 右 一 対 の 水 平 支 持 部 材 ５ と 、 棚 板 が 第 １ の

軸 体 を 軸 に 回 動 し て 前 記 第 ２ の 軸 体 が 第 １ の 軸 体 よ り も 上 方 に 移 動 し た 時 に 第 ２ の 軸 体 の

棚 板 か ら 突 起 し た 部 分 の 上 方 へ の 移 動 を 係 止 す る 左 右 一 対 の 傾 斜 支 持 部 材 ６ と を 備 え る 。

棚 板 の １ 辺 は 、 水 平 支 持 部 材 の 左 右 間 隔 及 び 傾 斜 支 持 部 材 の 左 右 間 隔 よ り も 短 い 。 か か る

可 動 棚 を 提 供 す る 。

10

20

30

40

50



(5) JP  6829338  B1  2021.2.10

【 選 択 図 】 図 １

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】



(6) JP  6829338  B1  2021.2.10

【 図 ５ 】



(7) JP  6829338  B1  2021.2.10

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

フロントページの続き

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)

　　　　　　　Ａ４７Ｂ　　４６／００

　　　　　　　Ａ４７Ｂ　　８８／００－８８／９９４

　　　　　　　Ａ４７Ｂ　　９６／０２　　　　

　　　　　　　Ａ４７Ｂ　　５７／０４　　　　


	bibliographic-data
	claims
	description
	abstract
	drawings
	overflow

